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【資料１】 

かわさき総合ケアセンターの廃止に伴うパブリックコメント 

手続の実施結果について 

１ 概要 

かわさき総合ケアセンターについては、保健･医療･福祉における連携の実践モデ

ルケースとして、市立井田病院の持つ医療資源を活用しながら、緩和ケアや在宅医療、

デイケア･デイサービスなどを提供してきましたが、この間の社会情勢の変化等を踏

まえ、令和２年度末をもって、当該ケアセンターを廃止することとします。 

そのため、かわさき総合ケアセンターの廃止について、幅広く市民の皆様の御意見

を募集したところ、２通２件の御意見をいただきましたので、御意見の内容とそれに

対する市の考え方を次のとおり公表します。 

２ 意見募集の概要 

題  名 かわさき総合ケアセンターの廃止について御意見を募集します 

募集期間 令和２年９月１日（火）から令和２年９月３０日（水）まで 

提出方法 電子メール、FAX、郵送又は持参 

周知方法 

・本市ホームページ 

・市政だより(９月１日号) 

・かわさき情報プラザ(市役所第 3 庁舎 2 階) 

・各区役所市政資料コーナー 

・健康福祉局高齢者事業推進課(ソリッドスクエア西館 10 階) 

公表方法 

・川崎市ホームページ 

・かわさき情報プラザ(市役所第３庁舎２階) 

・各区役所市政資料コーナー 

・健康福祉局高齢者事業推進課(ソリッドスクエア西館 10 階) 

３ 結果の概要 

意見提出件数(件数) ２通 (２件)

内

訳

電子メール ２通 (２件)

FAX ０通 (０件)

持参 ０通 (０件)

郵送 ０通 (０件)
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４ 御意見の内容と対応 

意見募集の結果、いただいた御意見については、要望や今後の参考とするものであ

ったことから、当初案のとおり、かわさき総合ケアセンターを廃止することとし、地

域包括ケアシステムの構築に向けた取組や、全世代・全対象型のリハビリテーション

体制の整備などの施策を進めます。 

【対応区分】 

 Ａ：御意見の趣旨を踏まえ、当初案に反映したもの 

  Ｂ：御意見の趣旨が案に沿ったものであり、御意見を踏まえ、取組を推進するもの 

  Ｃ：今後の取組を進めていく上で参考とするもの 

  Ｄ：案や施策に対する質問･要望の御意見であり、案の内容を説明･確認するもの 

  Ｅ：その他 

【意見の件数と対応区分】 

  区分 

項目 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

(1) 川崎市立井田病院

機能に関すること 
０ ０ ０ １ ０ １ 

(2) 跡施設の活用に関

すること 
０ ０ １ ０ ０ １ 

合計 ０ ０ １ １ ０ ２ 

５ 市民意見(要旨)と意見に対する市の考え方 

(１) 川崎市立井田病院機能に関すること １件 

No. 意見の要旨 市の考え方 
区

分

１ 

厚生労働省による国民を対象と

したがん終末期の療養場所の選択

に関する調査で、「痛みがある末期

状態」ではホスピス・緩和ケア病棟

を希望している方が多い状況にあ

ります。 

今後の高齢者人口に伴って、需要

が高まると思われるため、ケアの質

の向上を含めて、「緩和ケア」のベッ

ド数を増やして欲しいと思います。

井田病院では、患者さんの病状に

合わせて、緩和ケア病棟だけでなく

一般の病棟や在宅、外来においても

緩和ケア医療を提供しており、緩和

ケア病棟への入院を希望する患者さ

んについても円滑な受入れができて

います。また、この間、民間病院にお

ける整備も進んできているところで

す。

こうした状況において、井田病院

における緩和ケア病床の増床は、施

設の大規模改修や専門スタッフの更

なる確保が必要となるなど課題が多

いことから、現時点では現実的に難

しいものと考えています。

今後も引き続き医療ニーズを踏ま

え、地域の医療機関等とも連携しな

がら、緩和ケア医療の充実に取り組

んでいきます。 

Ｄ 
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(２) 跡施設の活用に関すること １件 

No. 意見の要旨 市の考え方 
区

分

２ 

老人デイサービスセンター廃止

後の跡施設の活用の候補として、

「病院の災害時医療機能の充実」が

記されてあります。災害には、地震、

風水害といった自然災害から、人為

災害等があります。 

近年では、風水害が激化している

状況にあるため、病院内の跡施設の

活用という観点から、災害拠点病院

として、災害時医療機能の充実はと

ても有効的な活用だと賛同いたし

ます。 

現在、検討されている「災害時医

療機能の充実」について、具体的な

内容を示していただきたいと思い

ます。 

 井田病院は、県の災害協力病院と

して指定されており、高台に立地す

るため、特に水害時には重要な機能

を果たすことができると考えていま

す。

こうしたことを踏まえ、災害時医

療機能の充実につきまして、今後課

題や必要な機能等についての具体策

を検討していきます。
Ｃ

６ 今後の予定

令和２年１１月  「かわさき総合ケアセンター条例」を廃止する条例を制定する

議案の提出 

  令和３年 ４月  同条例施行（予定） 

７ 問合せ先 

健康福祉局長寿社会部高齢者事業推進課 

  電話：044-200-0454 

  F A X：044-200-3926 

  E-mail：40kosui@city.kawasaki.jp
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 〇 平成18年から｢地域がん診療連携拠点病院｣として国の指定を受け、地域に専門的ながん医療を提供

[構成(施設)] [事 業]  〇 市立井田病院機能の一部としても事業を実施

 〇 患者の状況に応じて、かわさき総合ケアセンター内の訪問看護ステーション井田と連携して在宅医療を提供

 〇 在宅医のサポートを充実させるため、令和元年７月に在宅療養後方支援病院として届出

 〇 市立井田病院機能の一部としても事業を実施

 〇 井田老人デイサービスセンターの廃止に伴い、令和２年度末をもって廃止予定

 〇 現法人により、井田居宅介護支援センターの廃止後、老人デイサービスセンターと合わせて近隣地へ移転予定

 〇 川崎市高齢者･障害児者福祉施設再編整備基本計画に基づき、令和２年度末をもって廃止予定

 〇 現法人により、井田老人デイサービスセンターの廃止後、居宅介護支援事業所と合わせて近隣地へ移転予定

 〇 平成18年度以降、制度改正により｢老人介護支援センター｣は｢地域包括支援センター｣に機能統合

 〇 井田老人デイサービスセンターの廃止後も、現地において事業(委託)を継続予定

 〇 利用者の介護保険情報等をシステム化し、保険請求業務において活用

 〇 地域の医療機関等を対象に交流学習会等の研修会を開催するとともに、介護ボランティア等の活動を支援

 〇 市内の事業所では在宅医療の提供が困難なケースなど、市内の訪問看護事業所と適切に連携及び調整を実施

 〇 市立井田病院機能の一部としても事業を実施

[社会情勢(環境)の変化･取組] [今後の施策の展開]

 (1) 改正介護保険法(平成18年４月施行)による新たなサービス体系の確立  〇 引き続き、地域包括ケアシステムの構築に向けた取組を進め、地域全体で｢保健･医療･福祉の連携｣を促進する。

　　 高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるよう、地域の中核機関として｢地域包括支援センター｣の整備を推進  〇 可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう､機能回復訓練･日常生活支援･生活活動支援･社会参

 (2) 川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョンの策定(平成27年３月策定) 　加支援など、ニーズに応じたリハビリテーションを推進する(全世代･全対象型のリハビリテーション体制の整備)。

　　 医療や介護が必要になっても、誰もが住み慣れた地域や自ら望む場で安心して暮らし続けることができるよう、  〇 市立井田病院については、地域の中核病院として緩和ケアや在宅医療等の提供を継続するとともに､医療･介護等

　 在宅医療の充実や医療･介護の連携などを推進 　の提供が効率的･効果的に行われるよう、地域医療連携や在宅療養支援機能の強化、医療人材等の育成を推進する｡

 (3) 神奈川県地域医療構想の策定(平成28年10月策定)  〇 老人デイサービスＣ廃止後の跡施設については、障害者のための地域生活支援機能や高齢者のための地域密着型

　　 医療需要の増加に向け、限られた医療資源の効率的な活用による質の高い医療提供体制の構築に向けた取組を推 　サービス機能、病院の災害時医療機能の充実など、ニーズを踏まえた有効活用策を検討する。

　 進(平成29年11月に｢川崎市立井田病院 公的医療機関等2025プラン｣を策定)

 (4) 民間における類似サービスの増加や充実 ・令和２年９月　パブリックコメントの実施 ・令和２年12月　老人デイサービスＣ利用者の調整開始

　　 井田老人デイサービスセンター廃止を決定(平成30年３月｢川崎市高齢者･障害児者福祉施設再編整備基本計画｣) ・令和２年11月　条例廃止議案の提出 ・令和３年４月　かわさき総合ケアＣの廃止及び今後の施策の展開

かわさき総合ケアセンターの廃止について 【参考資料】

◆ 緩和ｹｱ病棟(ﾎｽﾋﾟｽ)

がんに苦しむ患者と家族の苦

痛や症状をやわらげ、不安な

心を支える。

◆ 在宅ｹｱ･医療相談部門

・在宅で療養されている方に、

かかりつけ医や訪問看護STと

協力して、訪問診療･訪問看

護を行う。

・医療や福祉などの相談に応

じるとともに、退院支援や在

宅療養のための準備･調整、

ケアマネジメント等を行う。

◆ がん相談支援ｾﾝﾀｰ

地域がん診療連携拠点として、

患者や家族のがん医療に関す

る相談支援と情報提供を行う。

◆ 病状評価･ｹｱﾌﾟﾗﾝ

・総合的な病状評価を行うこ

とにより、各々の患者や家族

に適した在宅療養を検討し支

援する。

・かかりつけ医と連携を図り、

在宅で療養されている方の病

状悪化や介護問題に対応する。

◆ 井田老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

介護保険で要介護･要支援に

認定された方を対象に、機能

訓練や入浴、食事サービス、

家族への介護指導、生活相談

などを行う。

◆ いだ地域包括支援ｾﾝﾀｰ

地域で暮らす高齢者を介護、

福祉、健康、医療などの様々

な面から総合的に支援する。

◆ 井田居宅介護支援ｾﾝﾀｰ

介護サービス計画を作成し、

サービス提供機関と連絡調整

を行う。

◆ 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ井田

寝たきりなどで自宅療養され

ている方を、かかりつけ医の

指示書を受けて､保健師･看護

師が訪問し、看護ケアを行う。

◆ 教育･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拠点

市民やボランティアのための

研修室や会議室を設け、緩和

ケアや高齢者ケアに関する研

修会や講演会を開催する。

所在:中原区井田2-27-1(市立井田病院内) 竣工:平成10年９月

構造:RC構造(地下１階･地上２階) 面積:3,283㎡(延床)

[目 的] 高齢者等が地域において健康で安心できる生活を支援するため､保健､医療及び福祉の連携を図ることにより､

高齢者等に対する総合的ケアサービスの提供を推進し､もって市民の健康の保持及び福祉の増進に寄与する｡

① 川崎市立井田病院

② 老人デイサービスセンター

③ 老人介護支援センター

① 末期のがん患者等に対する緩和ケア 又は擁護者の通所による便宜の供与

② 居宅において療養を受ける状態にある高齢者等 ⑤ 地域の老人の福祉に関する相談及び必要な助言

に対する在宅医療 ⑥ 居宅介護を受ける老人及び擁護者に対する老人

③ 介護保険法による居宅介護支援の提供及び居宅 福祉法による援助

における介護サービス計画の作成 ⑦ ケアサービスに係る情報ネットワークシステム

④ 介護保険法による通所介護及び介護予防の提供 ⑧ 研修等の開催及びボランティア活動の支援

並びに老人福祉法により措置を受けた在宅老人 ⑨ 老人訪問看護事業所等との連携及び連絡調整 [事業③関係] 居宅介護支援事業所(井田居宅介護支援センター) 【指定管理:(特非)リ･ケア福祉サービス】

[事業④関係] 老人デイサービスセンター(井田老人デイサービスセンター) 【指定管理:(特非)リ･ケア福祉サービス】

[事業⑤･⑥関係] 地域包括支援センター(いだ地域包括支援センター)  【委託事業:(福)和楽会】

[事業⑦～⑨関係] 情報ネットワーク･研修等の活動･訪問看護事業所等との連携 【直営:市立井田病院】

かわさき総合ケアセンターの開設から20年以上が経過しており、この間の保健･医療･福祉を取り巻く社会情勢(環

境)の変化及び取組を踏まえ、今後の方向性についての検討が必要となっている。

[事業①関係] 緩和ケア 【直営:市立井田病院】

[事業②関係] 在宅医療 【直営:市立井田病院】

[かわさき総合ケアセンターの役割]

保健･医療･福祉における連携の実践モデルケースとして、市立井田病院の持つ医療資源を活用しながら、緩和ケア

や在宅医療、デイケア･デイサービスなどを提供

[市内の状況やニーズ]

・民間による類似サービスの増加や充実(民間による質の高いサービスの安定的な提供)
(居宅介護支援事業所:(H12)167施設→(R2)370施設 / 老人デイサービス:(H12)41施設→(R2)397施設 / 地域包括支援センター:(H18)36施設→(R2)49施設)

・多様な主体による地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の推進(地域全体で｢保健･医療･福祉の連携｣を推進)

・急速な医療介護ニーズの増加により、病院や施設の対応だけではなく、地域で生活し続けられる仕組みの必要性

[方向性] 民間サービスの増加や地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の状況等を踏まえ、実践モデルケースとし

しての役割や意義が薄れてきていることから、井田老人デイサービスセンターの指定管理期間の満了(廃止)を

契機に、｢かわさき総合ケアセンターを廃止｣する。

なお、急速な医療介護ニーズの増加に対応するため、次のとおり施策を展開していく。
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